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秦野市立西中学校 
秦野市柳町 2-5-1 ℡88-0022 

 

令和６年３月 11日 

第６号 

令和５年度第７７回卒業式が明日３月１２日（火）に行わ

れます。昨年度までの数年間は、新型感染症の影響を受け、

さまざま制限せざるを得ない形での実施となりましたが、今

年度は、従前に戻しての卒業式を挙行いたします。 

１年間を通じて、市内で新型コロナウイルス感染症や季節

性インフルエンザ等の感染症が流行により、学級閉鎖の措置

を講じる小中学校がある中、本校につきましては、おかげさ

まで閉鎖もなく、無事１年間を終えることができそうです。

これもひとえに、子どもたちがそれぞれ感染に注意するとと

もに、ご家庭でも健康管理等でご尽力いただいた成果である

と深く感謝申し上げます。 

今年度は、新型感染症の５類への移行を受け、西翔祭や合

唱祭をはじめとする数々の活動を、４年ぶりに従来の形に戻

して実施することができました。手探りで活動を再開してい

く中、その中心には常に３年生の頼もしい存在がありまし

た。日常の取組でも、ピアサポート活動の推進や、生徒会、

部活動などで活躍してくれました。明日は、その輝かしい思

い出を胸に、心に残る卒業式を創りあげ、西中学校から巣立

ってほしいと願っています。 

３年生の保護者の皆さまにおかれましては、様々な場面で

ご支援、ご協力をいただきましたことに、深く感謝申し上げ

ます。ありがとうございました。 

果 

 アンケートへのご協力ありがとうございました  

２月５日（月）～１６日（金）に実施しました「教育活

動アンケート」へのご協力ありがとうございました。グー

グルフォームに８３名の保護者からご回答いただきまし

た。全体的な傾向としては昨年度とほぼ同様の結果が出

ており、『お子さんは、思いやりの気持ちで友達と協力し

て行動しているようだ』（質問２）について、「あてはま

る」「ややあてはまる」の割合が高い数値（９０％以上）

を示しており、ここ数年コロナ禍で活動が制限される場

面もありましたが、本校が推進している「ピアサポート活

動」が定着している結果だと思われます。一方、『学校生

活の中で、生徒を活かせる場所や機会がある』（質問１

３）、『学校は一人ひとりの生徒に応じた適切な指導をし

ている』（質問１５）については、学校として更にきめ細

やかな対応が必要であると考えます。自由記述欄ではス

マホの取扱いについてご意見、部活動のあり方や子ども

同士の人間関係について等のご意見をいただきました。

この結果を踏まえ、さらに一人ひとりに応じた指導を心

がけてまいります。 

また、同様に生徒向けのアンケートを実施しました。

『自分には良いところがあると思う』（質問１）について

は、４分の１の生徒が「あまりあてはまらない」「あては

まらない」と回答しており、今後も自己肯定感を育む取組

が必要と考えます。 

友人関係については、多くの生徒は『思いやりの気持ち

を持って友だちと協力して行動することができた』（質問

５）と回答しており、保護者アンケートの結果と同様の傾

向を示しています。一方、『学校へ行くのが楽しい』（質問

３）については、２１％の生徒が「あまりあてはまらな

い」「あてはまらない」と回答しており、誰もが楽しく、

安心して通うことができる学校づくりが引き続き重要で

あると言えます。 

自由記述では、制服やジャージ等の服装に関すること

や部活動に関すること、校舎や学校環境について等の意

見がありました 

保護者の皆さま、生徒の皆さん、貴重なご意見をありが

とうございました。 

（アンケート結果は裏面に掲載しています） 

２月２０日（火)、書面で開催された今年度の年度末総会

では、令和５年度の事業報告、決算報告、特別会計報告、

新役員等の議案に加え、ＰＴＡ規約改正について、ＰＴＡ

役員・委員の免除及び優遇措置について承認されました。

今年度は、西翔ふれあいフェスタをはじめ、様々なＰＴＡ

活動が再開され、本当に大忙しの１年となりましたが、吉

藤会長をはじめ、ＰＴＡ役員の皆さま、１年間ありがとう

ございました。新役員には、会長・〇〇○○さん、副会長・

〇〇〇〇さん、副会長・〇〇〇〇さん、書記・〇〇〇〇さ

ん、会計・〇〇〇〇さん、情報委員・〇〇〇〇さんが承認

されました。どうぞよろしくお願いいたします。併せて、

今年度のＰＴＡ活動にご協力ありがとうございました。 

ＰＴＡ年度末総会 

「１年間ありがとうございました」 



                                                                                                                            

 

 

 

２月２９日（木）、３年生の卒業期特別プログラムの時間を使い、西中

卒業生で秦野ふるさと大使でもある落語家『春風亭一左氏』をお招きし

た講演会を開催しました。題して《ようこそ先輩☆～卒業する君たちへ

『笑う門には福来る』～》。当日は３年生のほかに、保護者や地域の方に

もご来場いただき、ステージ上の特設高座で１時間たっぷりお話しいた

だきました。扇子や手ぬぐいの使い方、そばのすすり方に始まり、小噺

から古典落語「てんしき」「時そば」と落語の持つ醍醐味をご披露いただ

きました。そして、落語のあとには、生徒からの「西中での思い出は？」

や「いくつぐらいの落語を覚えていますか？」など

沢山の質問に丁寧に答えていただき、さらには「ど

うやってそばをすする音を出すのですか？」の質問

にも「企業秘密」と笑いながらも、快く答えていた

だきました。最後は、西中卒業の先輩として、また

人生の先輩として、巣立ちを控えた３年生に、温か

くも力のこもったエールを贈っていただきました。 

 

 ４年ぶりの『炊き出し訓練』 

最高気温が２０℃を超える季節外れのぽかぽか陽

気の２月２０日、これも３年生の卒業期特別プログ

ラムの中で、４年ぶりに『炊き出し訓練』が行われ

ました。当日は、３年生を２グループに分け、１グ

ループが地域清掃に出か

けている間、もう一方の

グループがかまどでの

「飯炊き」、そしてロケッ

トストーブでの「豚汁づ

くり」に挑戦しました。特

に、慣れないロケットストーブで強い火力にするの

に手間取り、お湯がなかなか沸かなかったため、下

校時刻を大幅に繰り下げ、延長しての実施となりま

した。ご家庭には大変ご心配をおかけしてしまい申

し訳ございませんでし

た。元日に発生した能登

半島地震による被災地

の状況は決して他人事

ではなく、今回再開した

炊き出し訓練の結果を

しっかり検証し、「防災拠点としての西中学校」の役

割を果たすための『備え』が重要であると改めて確

認することができました。ご協力いただいたボラン

ティアの皆さま、ありがとうございました。 

 

 

 

日立ＯＢの方々を中心としたボランティア団体『ハ

イエンス神奈川』の皆さまにご協力いただき、２年生

全クラスを対象とした理科授業支援を実施していま    

す。１回目は１月２４日（水）に『電流の性質』につ

いて、２回目は２月１５日（木）に『静電気の性質』 

について、自作の実 

験装置を駆使した授 

業を展開していただ 

きました。特に静電 

気の授業では、帯電 

させた静電気に蛍光 

灯を近づけ、ほんの

り光ったときの『おおー』というどよめきや、つない

だクラスメイトの手を静電気が伝ったときの、もはや

悲鳴にも近い反応がと 

ても印象的でした。こ 

のように、本来、学問 

というものは、視覚や 

聴覚だけでなく、触れ 

たり、感じたり、自分 

で動かしたりと、あら 

ゆる感覚を通して、自分の中に定着するものなのでは

ないでしょうか。ふと、そんなことを感じさせてくれ

る授業を展開してくださった『ハイエンス神奈川』の 

皆さまには、深く感謝 

いたします。 

なお、第３回（最終 

回）は、３月１４日 

（木）に『２極モータ 

ー』についての授業を 

実施予定です。 

卒業生による講演会が開催されました 

めざせ理科名人！西中ＣＳ『理科授業支援』 



 


